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しし1奈良市制100周年にふさわ
シンボルマークを募集

奈良市隠平成 10年2月1目lζ市創施行100周年そ迎えま<.とれを配念して縄催<る各自Eゆ
イベントやパンフレッ卜塘に使用<るシンボルマ クを穆集します.

I刊咽Jr持制ふれか制JH ーマとする欄酬制帽するもの
{応房規定l市在住在鮎在争でγマチュずの人に限ります.

作品はすリンナルで未鎗衰のもの. ，人何点でも可

入食作品i関するすぺでの樋拘lJ， r夜良市制問。周2手記念'朱実行.. 司会Iに婦拠L 回~.作

品"逗.しません.

拠能使用iあ抗っては 循作や単色健mするこkが.句.，九
"伶イズ (29.岨"帥岨)の白い..飯倉綴にして中央に作品点(膨色は ‘色以内)

を信企 業Eに①創作車図②住所③氏名⑥年齢.電話香 ~H，.'て 1111JO日までl応

修して〈ださい.

1応事完 闘い曾わ包}
司f6JO二条た路l街 1日1-1市役所企画匁 限内復良市制'00周年E念事象実行番民会'00刷会夢

ンJ ポルマータ摩集係

査}問実行司書員会の企商事門委員会で審査 決也

副 H 柑(，制 =献と記念品酎貧{日)・貧状tti'.:i':，¥I，
.， しみんだよりで発炎するとともに 入賞符に直鍋週加します.
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市 有 財 産 競売 1 1月11日から17日は税を知る週間
市有財産在一 蹴鶴争入札によって 「事らしを支える税一 この社会あ草たの税がい雪ているj
売却します.

-硯申Uろぽ (親書腫)I輔梓] lと菅， "月'"也、10AI日}午前"時>-司憧4時
摂且市古市町 197~.I ，ため抽(164 1. 19"')

!ととろ]なら71:')-6陪{酉止年車町)I入札で菅尊い人]
[肉冒I極円パ牛ル作品里(小学生町.スタ 幼稚園叫の位圃'"~) 

市円入札に嘗加を信じられている人
揖科世帯相眠、担宜ク<，コ ナ 、人，劇，~I入批J ，.喧'llttl軍且担碕曹(D26-1201)へ

'"却日附午前"時半 -・λ市E韓 間 首
'"'叫 ⑨ 柏市岨人市闘は町剛山ベ閣し切でI孟早川、と
入札輔め切り検即時間札

思うのですが、どのように買出してc;る由で冒がつ
l入札・ 間判凋酎l

f丸 晶~，個人町市民院の榊IH，由どこ抑制同じです.
市控所北悼喧屠酷"会副E宣

個人町市民馳.-ー樟にかか"置J晦酬」と、所得l二.じでか
l入札保証金I

かる「所得割」と町合計薗から岳句ます.
入札量轍町"油分町5以上司.

「均等割""、市町村め人口区分によって、定酌ち札ていますI副朗金l
ので‘帝良市.年副"め円と止っていま寸.

， I Jl 1日附午前'"時金、島市世所主植6階事"
会.語("t"開"寸J公費物件には畢件，指定 「所得制」は‘嘗所持盆割問合計額から所得控..骨量 L~I"L τぃ宜す町で盲人札嘗国置は説明書に出庫 た間町骨量割に「世帯H 揖"て陣出す晶ことになっτいますー

してください，製明舎を欠席す晶λ札書加荷 こ白「民事」は‘全国田市町村とι問じです.
は樟帽lごついて蘭固までにH 市世所腎財聾 Lたがって‘所得量輯と，岨所得控.. 金置がまったく同じであ
へ問い骨わせてくだ吉、、 れ"、所得割慣.骨市町村とも当輯問薗4二なりますー

制レ""-1'''118
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市内小中高等牢校円毘量生憧円.tlAt-tt 月以降の臨3号桂i且険甚に詰当l..tc期間"、すべてEめられます.
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